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フリースクールについて

学校との関係

親のかかわり

なるにわ

ＮＰＯ法人について



　子どもが学校に行けないというとき、親や
教師、周囲の大人は、なんとかして学校に戻
したいと思いがちです。「みんなはフツーに
行けているのに、なぜウチの子だけ？」と思
いますし、学歴社会のなかで、小中学校にさ
え行かないというのは、たいへんなことにち
がいありません。
　しかし、それでも学校に行けないというの
は、子どもが奥深く感じているものがあるか
らにちがいありません。いじめや、部活での
トラブル、教師の体罰など、具体的なことが
きっかけで行けなくなることもあるでしょ
う。とくに具体的な理由が見あたらないの
に、なぜか行けないという場合も多くありま
す。いずれにしても、子どもが学校という場
に居られなくなってしまったということに、
かわりはありません。そのとき、親や周囲の
大人はどのようにしたらいいのでしょうか。
　私たちは、何よりも、子どもが居られる場
が必要だと切実に感じてきました。まずは、
家に居られること。親や家の人に否定的なま
なざしで見られることなく、安心して家に居
られること。そして、学校や家庭以外でも、
自分を否定されることなく、居られる場所が
あること。
　「そんな、ぬるま湯のような場を用意して
しまったら、ますます学校に戻らなくなるん
じゃないか」と懸念される方もいることで
しょう。実際、そういう考え方で、子どもを
叩き直そうとする施設もあります。しかし、
そういう考え方は、子どもの命を奪いかねな
いものだと、私たちは考えています。
　子どもは、ただでさえ自己否定を強いられ
ます。小中学校（あるいは高校）にさえ行け
ない自分は生きていけないんじゃないかと思

いつめていたりします。ただでさえ苦しいと
ころに、周囲からは「そんなことでどうす
る」と、火に油をそそぐようなプレッシャー
がかかります。家の一歩外に出れば「今日、
学校は？」と聞かれたり、聞かれないまで
も、そういう視線をひしひしと感じざるを得
ません。子どもが家にひきこもらざるを得な
かったり、元気を失ってしまうのも当然な状
況があります。しかも、自分ではうまく言葉
で表現できなかったりしますから、「お腹が
痛い」「頭が痛い」「朝起きられない」といっ
たかたちで、身体でサインを出すほかありま
せん。それでも、それが受けとめられないと
なると、神経症が出てきたり、家庭内暴力に
なったり、あるいは自分を傷つけたり、とて
もしんどい状況になることがあります。しか
し、それは断じて子どもがおかしいからでは
なく、子どもの必死のサインが受けとめられ
ていないからにちがいありません。
　子どもにとって何より必要なのは、自分を
否定されない関係や場です。居てもいいと思
える場所。自分が生きていていいと思える場
所。そういう関係や場所があって、はじめ
て、自分自身を考え、先々のことを考えるこ
とができると言えます。それは同時に、親や
周囲の大人にとって、価値観の見直しを迫ら
れることでもあります。
　土中に根をきちんとはることができなけれ
ば、地上の花が枯れてしまうように、もし花
が枯れているとしたら、改善すべきは土壌で
す。フォロでは、子どもや若者が生きていけ
る土壌を耕す作業を、フォロに参加する方た
ちと、いっしょにしていければと考えていま
す。
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１．フリースクールについて

・対象年齢：6 歳（小 1）～ 19 歳
・活動時間：月～金曜日 10:00 ～ 16:00
　　 　　　　　　　　　11:30 ～ 17:30
 
・フリースクール会員の種類
Ａ会員：月・火・木・金（週４日）
Ｂ会員：月～金（週５日）
Ｃ会員：月 4 日
 
 ・会　費：Ａ会員　2 万 3760 円
　　　　　 Ｂ会員　2 万 7000 円
 　　　　　Ｃ会員　1 万 2960 円
    　　　　保護者会員      3000 円（1 名必須）

    　　　　入会金　       3 万円（分割可）

　　　　　体験入会    5000 円（4 回）　見学 1 回は無料
 

①フォロでのすごし方

　フォロでは、すべてにおいて、子ども自身
が決めることを大切にします。そもそも、
フォロに入会するかどうか、今日はフォロに
行くのか行かないのか、何時に来て何時に帰
るのか、来て何をするのか……すべては、自
分のペース、自分のスタンスで決めてよいこ
とになっています。実際、すごし方はまちま
ちです。講座に出る人もいれば野球に行く人
もいる、ゲームをして過ごす人もいれば、お
菓子づくりをする人もいる。どんな企画であ
れ、参加については子どもの意志が尊重され
ます。これは、全員参加が原則の学校とは大きくちがう点でしょう。これは一見、自由気ま
まなようにも見えます。そんなふうにしたらラクなほうにばかり逃げてしまうのではないか
といった声もあるかもしれません。しかし子どもにとっては、これはかなりたいへんなことです。
　ある子どもがこんなことを言っていました。
「起きてから寝るまで、24 時間丸ごと全部、何をするのか、どうやってすごすのかを自分で決めるのが、ど
れだけたいへんなことか、わかる？　学校に行っていないと、365日、毎日そうなのよ」
　ひとつひとつのことがらを自分で決めていくことは、それだけ自分が問われ続けることでもありま
す。また、大勢のなかですごすわけですから、ほかの人たちと話し合うことが重要で、勝手気ままと
いうことにはなり得ません。フォロでは、子ども自身が自分の感覚で判断して納得して、つながりあっ
ていくことを大事にしたいと考えています。
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月・水　① 10:00 ～ 16:00（小学生～中 2）

　　　　② 11:30 ～ 17:30（高等部）

　　　　※中 3 は①か②を選べます

火・木　10:00 ～ 16:00（全員）

金　　　11:30 ～ 17:30（全員）

※金曜日 11:30 まではスタッフミーティング

（2014 年度）



・ミーティング
　フォロでは、ミーティングを重視しています。たとえば、大勢ですごすには、いろいろ日
常的なルールを決めなければ成り立ちません。しかし、学校のように大人が決めたルールに
一方的に従わせるのではなく、自分たちで、一つひとつを決めるようにしています。また、
一度ミーティングで決まったことでも、必要があれば、何度でもみんなで考え直します。自
分たちのしたいこと、おたがいのペースを大事にしあうのに必要なこと、困っていること、
みんなに呼びかけたいことなど、議題を出し合いながら活動をつくっています。また、実行
委員会を組んで企画を実行していくこともできます。
　とは言っても、自分の考えに自信がもてなかったり、みんなにどうやって伝えたらいいの
か言葉が見つからなかったり、あるいは、人が集まるなかで緊張したり、言いたいことがう
まくまとまらなかったりすることもあります。実際、ミーティングが成り立ちにくいこと
も、ままあります。それでも、子どもたちが自分たちで話し合い、自分たちのことを決めて
いっていいのだということは、とても重要なことだと考えています。言葉にならない思いも
含めて、子どもの思いを大事にしながら、場をつくっていきたいと考えています。

a

②スタッフ・大人の役割

　現在、フォロには、日常子どもとつきあうスタッフが 4人います。けっして「先生」では
ありません。スタッフもフォロをつくるメンバーのひとりです。ミーティングをとおして子
どもたちといっしょに活動を考えてつくっていきます。スタッフだからこそ見えることや、
言える意見も当然あることと思いますが、スタッフと子どもは、立場こそちがっても、対等
な関係にあります。ですから、子どもに関わることは、スタッフで勝手に決めたりはしませ
ん。また、気になることがあれば、遠慮なく何でも聞いてください。また、「自分ではミーティ
ングに出しにくい」「親に言いにくい」というようなことも、スタッフはいっしょに考えます。

③入会手続きについて
（１）見学説明会ののち、「個人カード」に経緯などをご記入ください。
　子ども本人が体験入会を希望する場合、「個人カード」に、これまでの経緯や必要事項を
書いて、日時を予約してください。

（２）体験入会　　※かならず事前に二者懇談をもちます。

　最初の見学は無料で、その後、体験入会は、４回までとなっています。初回だけは、こち
らから日時を相談させていただきますが、その後はいつ来ていただいてもかまいません。日
によってフォロに来ているメンバーも、活動内容もちがいますので、雰囲気や活動内容をみ

※保険と外出時の交通費 ･ 体験費
　フォロでは、塾保険に加入しています。また、合宿など参加者がはっきりしているイベントの場合は保険をかけています。この
ほか、往復途中の保険など、日常必要と思われる場合は、個別家庭でご検討ください。また、フォロでの活動にかかる経費につ
いては、原則としてみなさんからいただく月会費でまかないます。ただし、お昼ご飯やおやつづくりの企画、外出企画などの場合、
材料費や交通費などは、その都度、各自ご負担ください。その際は、できるだけ事前に費用を調べて、わかるようにします。
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て、自分に合うなと思えば、正式入会の手続きを行ってください。
　なお、体験入会期間中、スタッフと電話やメールなどでのやりとりや相談もＯＫです。

　体験入会費　5000円（４回）　※初回見学は無料です。体験期間についてはお問い合わせください。
（３）入会　　※入会前にもかならず懇談をもちます。

　入会の際は、「入会申込用紙」に必要事項を書いて、フォロに提出いただき、入会金、当
月分の会費を納入ください。入会時期は、いつでも可能です。

▲

支払方法　　　※月会費は、前月 25 日までにご納入ください。
　　　　　　　　納入会費については理由の如何に問わず、返金いたしません。
①直接、スタッフに手渡す。
②郵便振込　口座番号　00900- １-25564　　加入者名　特定非営利活動法人フォロ

・会　費：Ａ会員　2万 3760 円

　　　　　Ｂ会員　2万 7000 円

　　　　　Ｃ会員　1万 2960 円

　　　　　保護者会員  3000 円（1名必須）

　　　　　入会金　   　3 万円（分割可）

※「発達障害」などの場合について
　近年、「うちの子は発達障害なんですけど、受けいれはしてますか」あるいは「統合失調
症の診断が出ています。大丈夫ですか」といった問い合わせが多くあります。フォロとして
は、障害や病気の有無によって入会を拒否することはありません。ただ、お子さんの状況に
よって、スタッフ体制が不十分にならないよう、来られる回数や時間帯などを相談させてい
ただく場合があります。気になることやスタッフが気をつけてほしいことなど、ご相談くだ
さい。

２．学校との関係
　「義務教育なんだから、学校には行かなければダメでしょう」という声も、よく聞きます。
しかし、それは大きな誤解です。子どもにとっては学ぶ権利があるのであって、親や行政に、
その権利を保障する義務があるというのが、義務教育の意味なのです。たまに、「学校に行
かないことは義務教育違反です」などと言う方がいますが、それは重大な誤りです。権利と
しての義務教育ですから、子どもが学校に行かないからといって、子どもに不利益になるよ
うなことがあってはならないのです。
　学校のほうで、フリースクールに通うことを学校の出席日数に数えることも多くありま
す。しかし、現在、出席日数が進級や卒業に影響することはありません。また、通知票で
オール１をつけられてショックだったという話を聞くこともよくありますが、これは話し合
いで、評定不能だからと、評価をつけないことにしてもらうこともできますし、最初からそ
のようにしている学校もあります。
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▼ フリースクールと学校との関係
　フリースクールは制度上の学校ではありません。ですから、小・中学生では、現在、籍の
置いてある学校から籍を移すようなことはできません。

▼ 通学定期券について
　小・中学生の場合、フォロに通うのに通学定期券を使うことができます。「実習用通学定
期券」として利用できるのですが、学校の校長から「通学証明書」を発行してもらう必要が
あります。また、中学卒業後は、高校に在籍している場合にかぎり（通信制や単位制に籍を
置いてフォロにも通っている場合など）、通学定期を使うことができます。
※詳しくは、別途お問い合わせください。

３．親の関わり
　フォロは、子どもをあずかる場所ではなく、子どもが生きていく基盤を、親の方とともに、
いっしょに考え合い、つくり合っていく場所として考えています。保護者会員として、親の
方にも会員になっていただくのは、そのひとつです。また、子どものことだけではなく、親
自身が、自分の思いを他の親の方たちと共有し合っていく場でもありたいと思います。具体
的な活動としては、現在のところ、以下のような活動があります。

・ほっとサロン
　親どうしが、ほっとゆっくりおしゃべりできるサロンです。
　日　時：毎月 第３水曜日　10:30 ～ 12:30　
       　　 奇数月 第１金曜日　18:30 ～ 20:30（要申込み）
　参加費：一般 800 円／保護者会員 200 円、ＮＰＯ・支援会員 300 円

・親の相談窓口
　親が、自分の思いを相談できる窓口です。親も一人の人間として、苦しさ、悲しさ、やり
きれなさなど、たくさんの思いを抱えながら、この生きにくい社会のなかで生きているの
に、ややもすると、“親”という立場ゆえに、子どもとか、配偶者とか、まわりの人に遠慮
して、自分の気持ちを押し込めてしまうことがあります。そういうさまざまな思いを吐き出
せる場として、利用していただければと思います。

・電話受付：月・火・木・金　14:00 ～ 22:00
　090-4277-9770（里中和子）
・面談　1 回　3500 円（50 分）／ 5000 円（90 分）
  保護者会員は月１回まで無料（50 分）　※月に２回目からは１回 3000 円

Parents
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４．なるにわ（18 歳以上の居場所）について

　18 歳以上の人たちの居場所です。毎週、土曜日に活動しています。
・対象年齢：18 歳以上
・開設日：土曜日　14:00 ～ 21:00
・参加費　500 円／ 4時間
※くわしくは、別途、パンフレットまたはホームページをご参照ください。

５．ＮＰＯ法人について

　フォロはＮＰＯ法人です。営利目的ではなく、行政サービスでも担いきれない活動を、市
民が自分たちで責任をもって担っていく法人だということです。フォロの運営の主体は、親
です。ぜひ、フォロの運営の担い手となっていただければと思います。

●ＮＰＯ会員
　ＮＰＯ会員は、ＮＰＯ会員は、総会の議決権を持ちます。株式会社で言えば株主にあたり
ますが、株式会社とちがうのは、利益配当などの見返りがないことです。
・ＮＰＯ会員会費　入会金１万円　年会費１万円

●支援会員
　支援会員は、資金面で支えていただく会員のことです。
・支援会員年会費　１口 3000 円（何口でも。5000 円、1 万円などでも）

▲
振込先　郵便振替口座　００９００－１－２５５６４

　　    　加入者名　特定非営利活動法人フォロ
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定　款

第１章　総則

第１条（名称）この法人は、特定非営利活動法人フォロという。

第２条（事務所）この法人は、主たる事務所を大阪府大阪市

中央区船越町１丁目 5 番 1 号に置く。

第３条（目的）この法人は、フリースクールの運営を軸に、子

ども ･ 若者が主体となる学びや成長の場を創造し、子どもた

ちの多様な生き方を支援する。また、オルタナティヴな教育

のあり方について、社会の理解を深める活動を行う。こうし

た、多様な教育と文化を創造することをもって、広く子ども・

若者の人権の確立と保障に寄与することを目的とする。

第４条（活動の種類）この法人は、前条の目的を達成するた

め、次の種類の活動を行う。

　　（１）社会教育の推進を図る活動

　　（２）人権の擁護又は平和の推進を図る活動

　　（３）子どもの健全育成を図る活動

　　（４）前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に

         関する連絡、助言または援助の活動

第５条（事業の種類）この法人は、第３条の目的を達成する

ため、次の事業を行う。

　　（１）特定非営利活動にかかる事業

　　1. 子ども・若者が主体となるフリースクールの運営事業

　　2. 子ども・若者が主体となるホームエデュケーションネッ

        トワークの運営事業

　　3. その他、子ども・若者が主体となる学び、成長、表現、

　　　　交流の場の提供事業

　　4. 不登校およびフリースクール ･ ホームエデュケーション

　　　　など、オルタナティヴな教育に関する情報発信事業

　　5. 子ども・若者の多様な成長のあり方や生き方、教育に

　　　関する相談、支援、市民理解を深める事業

　　6. 子ども・若者が国内、海外の多様な文化やオルタナティ

　　　ヴな生き方に出会い、交流や連携を深める事業

　　7. 広く、子ども・若者独自の文化の創造と発展に関わる

　　　事業

　　8. 子どもの人権確立・保障に関わる市民活動との連携・

　　　交流事業

　　9. その他、目的を達成するために必要な事業

　　（２）収益事業

　　10. 出版事業

　　11. 物品販売事業

　　12. その他、前号に掲げる特定非営利活動にかかる事業

　　　　に支障がない限りにおいて収益事業を行い、その収

　　　　益は、前号に掲げる事業に充てるものとする。

第２章　NPO 会員と支援会員

第６条（構成員の種別）この法人の構成員は次の２種類とし、

NPO 会員をもって特定非営利活動促進法上の社員とする。

　　（１）NPO 会員　この法人の目的に賛同して入会し、主体

　　　　的に活動を担う個人

　　（２）支援会員　この法人の目的に賛同し、活動を支援す

　　　　るために入会した個人または団体

第７条（NPO 会員の入会と NPO 会員入会金および NPO 会

員年会費）この法人に NPO 会員として入会しようとするもの

は、総会において別に定める NPO 会員入会金および NPO

会員年会費を納入し、理事会の入会承認を得なければなら

ない。理事会は、正当な理由がない限り入会を認める。入会

を認めない場合は、理由を付した書面をもって本人にその

旨を通知しなければならない。

第８条（NPO 会員の退会）NPO 会員は、退会届を理事会に

提出し、任意に退会することができる。

　　　NPO 会員が、次の各号のいずれかに該当する場合に

は、退会したものとみなす。

　　　（１）本人が死亡したとき。

　　　（２）NPO 会員年会費を２年以上納入しないとき。

第９条（NPO 会員の除名）NPO 会員が、次の各号のいずれ

かに該当する場合には、総会において、NPO 会員総数の過

半数の議決により、これを除名することができる。ただし、そ

の NPO 会員に対し、議決前に弁明の機会を与えなければ

ならない。

　　　(1) この定款等に違反したとき。

　　　(2) この法人の名誉を傷つけ、または目的に反する行

　　　　為をしたとき。

第 10 条（支援会員の入会と支援会員年会費）この法人に支

援会員として入会しようとするものは、総会において別に定

める支援会費を納入しなければならない。理事会は、正当

な理由がない限り、支援会費の入金を確認した時点で入会

を認める。入会を認めない場合は、理由を付した書面をもっ

て本人にその旨を通知しなければならない。

第 11 条（支援会員の退会）支援会員は、任意に退会するこ

とができる。

　　　支援会員が、次の各号のいずれかに該当する場合に

は、退会したものとみなす。

　　　（１）本人が死亡、または支援会員である団体が消滅し

　　　たとき。

　　　（２）支援会員年会費を２年以上納入しないとき。

第 12 条（支援会員の除名）支援会員が、次の各号のいず
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れかに該当する場合には、総会において、NPO 会員総数の

過半数の議決により、これを除名することができる。ただし、

その支援会員に対し、議決前に弁明の機会を与えなければ

ならない。

　　　(1) この定款等に違反したとき。

　　　(2) この法人の名誉を傷つけ、または目的に反する行

　　　為をしたとき。

第 13 条（拠出金品の不返還）NPO 会員および支援会員が

納入した NPO 会員入会金、NPO 会員年会費、支援会員年

会費およびその他の拠出金品はその理由を問わず、これを

返還しない。

第３章　役員

第 14 条（役員の種別）この法人に、次の役員を置く。

　　　(1) 理事　３人以上 20 人以下

　　　(2) 監事　１人以上

２　理事のうち、１人を代表理事とする。

３　理事および監事は、総会において選任する。

４　代表理事は、理事の互選により定める。

５　役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者

若しくは３親等以内の親族が１人を超えて含まれ、または当

該役員並びにその配偶者及び３親等以内の親族が役員総

数の３分の１を超えて含まれることになってはならない。

６　監事は理事またはこの法人の職員を兼ねてはならない。

第 15 条（職務）代表理事は、この法人を代表し、その業務を

統括する。

２　代表理事以外の理事は、代表理事に事故があるとき、ま

たは代表理事が欠けたときは、代表理事があらかじめ指名

した順序によりその職務を代行する。

３　理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び理事会の

議決に基づき、この法人の業務を執行する。

４　監事は、次に掲げる職務を行う。

　　(1) 理事の業務執行の状況を監査すること。

　　(2) この法人の財産の状況を監査すること。

　　(3) 前２号の規定による監査の結果、この法人の業務ま

たは財産に関し不正の行為または法令若しくは定款に違反

する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会

または大阪府知事に報告すること。

　　(4) 前号の報告をするために必要がある場合には、総会

を招集すること。

　　(5) 理事の業務執行の状況またはこの法人の財産の状

況について、理事に意見を述べ、または理事会の開催を請

求すること。

第 16 条（任期）役員の任期は、２年とする。ただし、再任を

妨げない。

２　補欠または増員により選任された役員の任期は、前任

者または現任者の残任期間とする。

第 17 条（欠員補充）理事または監事のうち、その定数の３

分の１を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれを補充しな

ければならない。

第 18 条（解任）役員が次の各号のいずれかに該当するとき

は、総会の議決により、これを解任することができる。ただし、

理事会において、その役員に対し、議決の前に弁明の機会

を与えなければならない。

　　　(1) 心身の故障のため、職務の執行に堪えられないと

　　　認められるとき。

　　　(2) 職務上の義務違反、その他役員としてふさわしくな

　　　い行為があったとき。

第 19 条（報酬等）役員は、その総数の３分の１以下の範囲

内で報酬を受けることができる。

２　役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償

することができる。

３　前２項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事会

が別に定める。

第４章　総会

第 20 条（総会の種別）この法人の総会は、通常総会と臨時

総会とする。

第 21 条（総会の構成）総会は、NPO 会員をもって構成する。

第 22 条（総会の権能）総会は、以下の事項について議決す

る。

　　（１）定款の変更

　　（２）解散および合併

　　（３）事業計画および収支予算ならびにその変更

　　（４）事業報告および収支決算

　　（５）役員の選任および解任、職務および報酬

　　（６）入会金および年会費の額

　　（７）その他運営に関する重要事項

第 23 条（総会の開催）　通常総会は、毎年１回開催する。

２　臨時総会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開

催する。

　　(1) 理事会が必要と認めたとき。

　　(2)NPO 会員の５分の１以上から会議の目的を記載した

書面によって開催の請求があったとき。

　　(3) 監事が第 15 条第４項第４号の規定により招集したとき。

第 24 条（総会の招集）総会は、理事会が招集する。ただし、

前条第２項第３号の規定による場合は、監事が招集する。

２　理事会は、前条第２項第２号の規定による請求があった
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場合は、その日から 30 日以内に臨時総会を開かなければ

ならない。

３　総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審

議事項を記載した書面をもって、少なくとも５日前までに通

知しなければならない。

第 25 条（総会の議長）総会の議長は、出席した NPO 会員

の中から選出する。

第 26 条（総会の定足数）総会は、NPO 会員の過半数の出

席がなければ開会することができない。

第 27 条（総会の議決）総会における決議事項は、第 24 条

第３項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。ただ

し、議事が緊急を要するもので、出席した NPO 会員の過半

数の同意があった場合は、この限りではない。

２　総会の議決事項は、この定款で定めるもののほか、出席

した NPO 会員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところとする。

第 28 条（総会の書面表決等）やむを得ない理由のため、総

会に出席できない NPO 会員は、あらかじめ書面をもって表

決し、または他の NPO 会員を代理人として表決を委任する

ことができる。

２　前項の場合における前２条の規定の適用については、

その NPO 会員は総会に出席したものとみなす。

３　総会の議決について、特別の利害関係を有する NPO 会

員は、その議決に加わることができない。

第 29 条（総会の議事録）総会の議事については、次に掲げ

る事項を記載した議事録を作成し、これを保存しなければな

らない。

　　（１）日時および場所

　　（２）出席した NPO 会員の数（書面表決者および表決委

　　任者については、その旨を明記すること。）

　　（３）審議事項および議決事項

　　（４）議事の経過の概要およびその結果

　　（５）議事録署名人の選任に関する事項

２　議事録には、その会議において出席した NPO 会員の中

から選任された議事録署名人２人以上が、議長とともに署

名押印しなければならない。

第５章　理事会

第 30 条（理事会の構成）理事会は、理事をもって構成する。

第 31 条（理事会の権能）理事会は、この定款で別に定める

もののほか、次に掲げる事項を議決する。

　(1)　総会に付議するべき事項

　(2)　総会の議決した事項の執行に関する事項

　(3)　その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項

第 32 条（理事会の開催）理事会は、理事が次の各号のい

ずれかに該当する場合に開催する。

　　（１）代表理事が必要と認めたとき。

　　（２）理事から会議の目的を記載した書面によって開催の

　　請求があったとき。

　　（３）監事より、第 13 条第４項第５号により、会議の目的、

　　議題を明示した書面でもって理事会の開催請求があったとき。

第 33 条（理事会の招集）理事会は代表理事が招集する。

２　代表理事は、前条第２号および第３号の規定による請求

があったときは、すみやかに理事会を招集しなければならない。

３　理事会を招集するときは、会議の日時場所、目的及び審議事

項を記載した書面をもって、あらかじめ通知しなければならない。

第34条（理事会の議長）理事会の議長は、理事の中から互選する。

第 35 条（理事会の定足数）理事会は、理事の過半数の出

席がなければ開会することができない。

第 36 条（理事会の議決）理事会における決議事項は、第

33 条第３項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。

ただし、議事が緊急を要するもので、出席した理事の過半数

の同意があった場合は、この限りではない。

２　理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否

同数のときは、代表理事の決するところとする。

第 37 条（理事会の書面表決等）やむを得ない理由のため、

理事会に出席できない理事は、あらかじめ書面をもって表

決し、または他の理事を代理人として表決を委任することが

できる。

２　前項の場合における前条の規定の適用については、そ

の理事は理事会に出席したものとみなす。

第 38 条（理事会の議事録）理事会の議事については、次に

掲げる事項を記載した議事録を作成し、これを保存しなけれ

ばならない。

　　　(1)　日時および場所

　　　(2)　出席した理事および監事の名前（書面表決者およ

　　　び表決委任者については、その旨を明記すること。）

　　　( ３)　審議事項および議決事項

　　　( ４)　議事の経過の概要およびその結果

第６章　資産、会計および事業計画

第 39 条（資産）この法人の資産は、次の各号に掲げるもの

をもって構成する。

　　　(1)　財産目録に記載された財産

　　　(2)　入会金および会費
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　　　(3)　寄附金品

　　　(4)　財産から生じる収入

　　　(5)　事業に伴う収入

　　　(6)　その他の収入

第 40 条（資産の区分）この法人の資産は、次の各号に掲げ

る事業に区分する。

　　　（１）特定非営利活動にかかる事業

　　　（２）収益事業

第 41 条（資産の管理）資産は、理事会が管理し、その方法は、

総会の議決を経て、理事会が別に定める。

第 42 条（経費の支弁）この法人の経費は、資産をもって支

弁する。

第 43 条（会計の区分）この法人の会計は、次の各号の掲げ

る事業に区分する。

　　　（１）特定非営利活動にかかる事業

　　　（２）収益事業

第 44 条（事業計画および予算）この法人の事業計画及び予

算は、理事会が作成し、総会の承認を得なければならない。

これを変更する場合も同様とする。

第 45 条（予備費の設定および使用）前条に規定する予算に

は、予算超過または予算外の支出に充てるため、予備費を

設けることができる。

２　予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければな

らない。

第 46 条（暫定予算）第 44 条の規定にかかわらず、やむを

得ない理由により予算が成立しないときは、理事会の議決

を経て予算成立の日まで前年度の予算に準じ収入支出す

ることができる。

２　前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。

第 47 条（事業報告書および決算）理事会は、毎事業年度終

了後３か月以内に、事業報告書、財産目録、貸借対照表、

収支計算書を作成し、監事の監査を経て、総会の承認を得

なければならない。

第 48 条（事業年度）この法人の事業年度は、毎年４月１日

に始まり、翌年３月 31 日に終わる。

第７章　事務局

第 49 条（事務局の設置）この法人の事務を処理するため、

事務局を置くことができる。

２　事務局には、事務局長その他の職員を置くことができる。

第 50 条（書類及び帳簿の備置き）主たる事務所には、特定

非営利活動促進法第 28 条に規定される書類のほか、次に

掲げる書類を常に備えておかなければならない。

　　　(1)　会員名簿及び会員の異動に関する書類

　　　(2)　収入、支出に関する帳簿及び証拠書類

第８章　定款の変更および解散

第 51 条（定款の変更）この定款の変更は、総会において

NPO 会員総数の２分の１以上が出席し、その出席者の４分

の３以上の議決を経なければならない。

第 52 条（解散）この法人は、次に掲げる事由によって解散

する。

　　　(1)　総会の決議

　　　(2)　目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

　　　(3)　NPO 会員の欠亡

　　　(4)　合併

　　　(5)　破産

　　　(6)　大阪府知事による認証の取消し

２　総会の決議により解散する場合は、NPO 会員総数の４

分の３以上の議決を経なければならない。

第 53 条（残余財産の処分）この法人の解散（合併または破

産による場合をのぞく）に伴う残余財産は、この法人と類似

の目的をもつ他の特定非営利活動法人、その他法第 11 条

第３項に掲げるもののうちで、解散を議決する総会において

定めるものに寄付する。

第９章　雑則

第 54 条（公告）この法人の公告は官報により行う。

第 55 条（委任）この定款の施行について必要な事項は、定

款で定めるほか、総会の議決を経て、理事会が別に定める。

附則　（略）
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